
 

議 案 頁 数 

３５号 １ 

 

議案第３５号 

 

守谷市特別職の職員の給与，報酬，議員報酬，旅費及び費用弁償 

に関する条例の一部を改正する条例 

 

守谷市特別職の職員の給与，報酬，議員報酬，旅費及び費用弁償に関する条

例（昭和５３年守谷町条例第６号）の一部を次のように改正する。 

第４条中「１００分の１２７．５」を「１００分の１２０」に，「１００分

の１６７．５」を「１００分の１６２．５」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

 （令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置） 

２ 令和４年６月の期末手当の支給についてのこの条例の規定による改正後の

守谷市特別職の職員の給与，報酬，議員報酬，旅費及び費用弁償に関する条

例第４条の規定の適用については，同条中「とし，」とあるのは「と，守谷

市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（令和４年守谷市条例第 

号）附則第２条第１項第１号ア中「１２７．５分の１５」とあるのは「１６

７．５分の１０とし，」とする。 

 （委任） 

３ 前項に定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定

める。 

 

 

 

 

 

令和 ４ 年 ４ 月２２日 提  出 

 

 

守谷市長 松 丸 修 久 

 

 

令和  年  月  日 原案 決 

  



 

議 案 頁 数 

３５号 ２ 

 

提案理由（議案第３５号） 

 

提案の理由を申し上げます。 

本案は、本市の特別職の期末手当の支給月数について、国における支給月数

との均衡を図っているため、国の法律改正に準じ、条例の一部を改正するもの

です。 

主な内容としましては、市長、副市長及び教育長の期末手当の支給月数を 

０．１０月分引下げ、年間３．３５月分から３．２５月分とするものです。 

よろしく御審議の上、御決議のほどお願いいたします。 
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守谷市特別職の職員の給与，報酬，議員報酬，旅費及び費用弁償に関する条例新旧対照表 

改  正 現  行 

（市長等の給与） （市長等の給与） 

第４条 市長等の期末手当の額は，給与条例第２０条第２

項から第５項までの規定を準用して算出された額とする

。この場合において，同条第２項中「１００分の１２０

    」とあるのは「１００分の１６２．５」とし，同条

第５項中「行政職給料表の適用を受ける職員でその職務

の級が３級以上であるもの並びに同表以外の各給料表の

適用を受ける職員で職務の複雑，困難及び責任の度等を

考慮してこれに相当する職員として当該各給料表ごとに

市規則で定めるもの」とあるのは「規則で定める職員」

と，「職員の職の職制上の段階，職務の級等を考慮して

市規則で定める職員の区分に応じて」とあるのは「職務

等に応じて」と読み替えるものとする。 

第４条 市長等の期末手当の額は，給与条例第２０条第２

項から第５項までの規定を準用して算出された額とする

。この場合において，同条第２項中「１００分の１２７

．５」とあるのは「１００分の１６７．５」とし，同条

第５項中「行政職給料表の適用を受ける職員でその職務

の級が３級以上であるもの並びに同表以外の各給料表の

適用を受ける職員で職務の複雑，困難及び責任の度等を

考慮してこれに相当する職員として当該各給料表ごとに

市規則で定めるもの」とあるのは「規則で定める職員」

と，「職員の職の職制上の段階，職務の級等を考慮して

市規則で定める職員の区分に応じて」とあるのは「職務

等に応じて」と読み替えるものとする。 
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